
 

（第２号様式） （用紙日本工業規格Ａ３横長型）   
令和６年４月26日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立湘南高等学校（定時制）  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①多様な生徒の目標や課題

に丁寧に対応し、学習効

果を最大限に発揮できる

カリキュラム・マネジメ

ントの確立に学校全体で

取り組む。 

 

②主体的・対話的で深い学

びから社会で求められる

資質・能力を育み、生涯

にわたって学び続けるこ

とができるように指導す

る。 

①生徒にとって効果

的な学習の支援体

制を充実させる。 

    
 ②生徒が興味・関心

を持って参加した

くなる授業を展開

する。 

①習熟度別授業の展開や少

人数学習、チームティー

チングや新たな支援方法

を検討する。 

   

②授業研究等を活かし、工

夫をした授業を行う。 

①昨年度よりも効果的な支

援を行うことができた

か。 

  

②生徒が意欲的に参加し、

学びたくなるような授業

が行えたか。 

     

２ 生徒指導・支援 

①生徒活動を更に活性化さ

せ、豊かな人間性や社会

性を涵養する。 

 

②学校生活の中で、基本的

なルールを守り、しっか

りとした判断力と規律を

守る意識を育て、自立し

た社会生活が出来るよう

指導する。 

①各活動において、生

徒一人ひとりに役割

を持たせ、活躍でき

る場を設ける。 

 

②組織的な教育相談体

制を確立し、生徒一

人ひとりに合った支

援の充実を図る。 

①行事への参加率を増やす
と同時に、個々が活躍で
きる場を設け、行事の活
性化に繋げる。 

 

②個々の課題解決に向け、

引き続き組織的な指導・

支援の充実を進めてい

く。 

①各活動における生徒の活動

状況の確認と、目標達成度

の調査を実施する。 

 

②生徒の課題に対し、適切な

指導・支援を行えたか。 

     

３ 進路指導・支援 

①幅広い進路選択に応える

ことができるよう、キャ

リア教育の充実を図り、

進路支援体制を確立す

る。 

 

①進路支援体制を充

実させる。 

①外部機関との連携を整理

し、活用方法を生徒・教

員にアナウンスする。 
 

①希望の進路に向かって活

動することができたか。 
 

 

     

４ 地域等との協働 

①地域との協働・連携によ

る開かれた学校づくりを

目指す。 

 

②中学校や地域への情報発

信を活性化させ、定時制

の存在意義の再認識を目

指す。 

 

①学校ＷＥＢサイトを

活用し、学校行事等

での情報発信を充実

させる。 

 

②中学校をはじめとす

る地域への広報活動

を充実させる。 

①学校ＷＥＢサイトでの情

報発信や、地域貢献デ

ー、文化祭などの学校行

事を通じて内容を充実さ

せる。 

 

②中学校等へのアプロー

チ、学校説明会等の維持

と充実。 

①文化祭等での来場者の反

応、ＰＴＡや学校運営協議

会員の評価。 

 

②広報活動の活性化に伴う職

員の負担増を少なくできた

か。 

 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①社会から信用される学校

づくりを推進し、事故・

不祥事の防止を徹底す

る。 

 

②教職員の働き方改革推進

のために職場の意識改革

を図る。 

①授業や部活動、学校

行事などに職員が注

力できる環境づく

り。 

 

②業務の精選と効率化

を進める。また職員

室の整備を行う。 

①業務量の均等化。業務内

容を複数の職員が把握で

きるようにする。 

 

②効果を検証しながら検討

を続ける。職員室につい

ては物品の更新や廃棄を

進める。 

①業務量の均等化や複数の職

員による業務内容の把握が

進んだか。事故が起きなか

ったか。 

 

②年度末に職員対象アンケー

ト調査を実施。物品の整理

が進んだか。 

     

 


